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照射環境 

Carbon ビーム E(12C)=135 MeV/u 用の Edeg C用セットには、ビームシャッター (アルミ 30mm厚) があり、 
C ビームはこの厚さで停止するのですが、核破砕反応で生じたプロトン～135MeV/u を止める事が出来ません[表１]。
そこで、分厚い アルミ 60mm厚 のビームシャッター (FC5A3) を、ビームラインに増設しました [図１，図2]
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[表１] 

ref) 24.06 マニ_Bm_Range

[図１] 増設した ビームシャッター (FC5A3)
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[図２] ユーザーCTRL画面で・・・

コレです

※ FC5A3 は、C 以外にも  
Ar/Kr用、Xe用 Edeg 使用の際も使えます。

BeamStop、 FC5A3 = 両方ともOut 
で、 BeamON 表示になります。



[図３] E5Aコースの FC : ファラデーカップ 配置図
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上流側： 加速器管轄実験者管轄： 下流側
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加速器オペレータが、E5Aコースのビーム調整時に用いる。(実験者はイジレない)

実験者が、ビーム電流量を測定する時に用いる。
半導体照射の場合、極弱ビームなので使っていない。
直径φ50弱 なのでビームが下流へすり抜ける。また Cu 約10mm厚と薄くてダメ。

FC5A2では、Cビームが止まらないので、新たに導入した。

[図４] FC5A3 の 図面、写真

出入れされる先端部(頭)は、ただの アルミブロック です。
電流計測は不可( electron サプレッサー HV が無いので)

頭 = IN 

頭 = OUT 

頭 = IN 

頭 = OUT 
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FC5A3 ： メモ –(2) 

[図５] ビームライン横から見た 写真

C ビーム以外の時は、
「FCつっかえ棒」

を入れて、
動作しない (常にOut)

ようにもできます

ココの窓ポート
から見えます

[図６] ビームライン下流 (Kapton膜) から見た 写真

[図７] FCつっかえ棒

頭 = IN 頭 = OUT 

見ずらいですが、
頭 = OUT なら、
Kapton穴φ50 を隠さない

ようになっています
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FC5A3 ： メモ –(3) 

内部用資料） Edegメカ制御用の DI/DO シーケンサー の 結線表
備忘録として記載 ～FC5A3 の 結線には手こずったので ～
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